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遠藤 綾 1)2)、佐藤 香苗 2)、武藏 学 2) 、小山田正人 3) 
 
社会医療法人母恋日鋼記念病院栄養課 1)、天使大学看護栄養学研究科
栄養管理学専攻 2)、藤女子大学人間生活学研究科食物栄養学専攻 3) 
 
【目的】2500g 以下の低出生体重児が 1 割近いこと、出生時平均体重が
減少していること、20 歳代女性のやせが多いことなどの日本の現状は、
























それぞれ学生で 95.3%と 93.0%、助産師で 88.0%と 90.0%であった。 
【結論】これまで報告してきた管理栄養士課程の学生と同様、助産師お
よび助産専攻大学院生においても、妊娠中の母親および乳児期の栄養・
食事が大人になった時の健康に及ぼす影響についての認識は、不十分で
あることが判明した。 
